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接続期の子どもたちの学びを支えるもの
学習開発コース(12220913) 田中美枝子
幼稚園・保育所から小学校へと移行する小学校一年生の適応のために，幼保小間の相互
理解を図り，幼稚園・保育所から小学校へと移行する時期を接続期ととらえ，生活科を中
心とする合科的な授業を進めることが求められている。本研究では，接続期の小学校一年
生の学校生活への適応の促進をめざし，幼児教育の現場で3週間にわたる保育の観察と小
学校の実践事例から，接語字J朝の学びを支えるために重要と思われる要素を探る。
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1 接続期の指導についての現状と課題
(1)幼保小接続期に関する国や県の動き
平成20年3月の改訂学習指導要領生活科におい
て，小1プロブレムなど学校生活への適応が難し
い児童の実態があることを受け，幼児教育と小学
校教育との具体的な連携を図ることが示された。
学習指導要領解説においても幼児教育との接続の
観点から幼児との交流活動や他教科等との関連を
図る指導とともに合科的な指導を行うなど，学校
生活への適応のための第1学年入学当初のカリキ
ュラムの工夫改善が示されている。同時に改訂さ
れた幼稚園教育要領や保育所保育指針にも小学校
との連携が示されている。
山形県においても平成22年11月に 「幼保小連
携スタートプログラムjが作成され，県内の全幼
稚園・保育園等幼児教育施設と全小学校に配布さ
れた。その中で，幼児教育機関等を卒閤する前の
指導のあり方や小学校入学説の指導の在り方等，
お互いの教育を理解した上で接続期の幼保小の教
育を進めていくことが強調されている。
(2)先行研究により明らかにされた課題
幼稚闘教育要領には，幼児期の特性を踏まえ，
教育内容に基づいた計画的な環境，幼児が主体性
を十分に発揮して展開する生活など，環境を通し
て行う教育を基本とすることが示されている。教
科という枠組みがある中で展開していく学校教育
との聞には，様々な違いがある。故に幼小担当者
の教育観も違いうることは多いに考えられる。
藤岡 (2011)は，幼稚園・保育所の保育者と小
学校教師を対象に，子ども観，教育観，発瀞見を
調査した研究を概観している。それらの研究では，
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保育者と小学校教師で子ども観や子どもを評価す
る観点において様々な相違点があることが見いだ
され，それらの相違が子どもにとって移行期の段
差となりうることが示唆された。
2 研究の目的と方法
(1)研究の目的
教師の視点の違いが幼保小間の段差の要因と
もなり うるならば， 接続期の子どもたちの前に立
つ小学校教諭として幼児教育での保育者の子ども
たちへの視点について理解することが必要で、あろ
う。そのためには，実際に幼稚園で呼断亮的に保育
を観察することが有効であると考えた。保育者が
どのような視点で、子どもたちを見つめ向き合って
いるのか，子どもの学びを支えるためにどのよう
な工夫がなされているのかを探ることにより，接
続期の子どもたちの学びを支えるために小学校側
でなすべきことを検討することが本研究の目的で
ある。
(2)研究の方法
幼稚園において3週間の崩封境的な参与告見察を行
い，観察を通して，接続期の子どもの学びを支え
る要素となりうるものを取り上げ，考察する。次
に，小学校における接続期の実践事例を分析し，
幼稚園の観察で見いだされた朝胃との関連性を検
討する。
3 幼稚園での参与観察
8月27日から 9月 14日の間，山形県内A幼稚
園で保育に参加しながらの参与観察を行ったo 1 
週目は 3歳児学級， 2週目は4歳児学級， 3週目
は5歳児学級に入札保育の様子を観察するとと
もに閉園後の保育者同士の保育の構想や準備に
も参加し観察した。
特に，学びを支える環境構成，エピソード記述
による実践の振り返り，および職員の協同性につ
いて取り上げる。
(1)具体的な目標に向けての環境構成
9月第2週目， 5歳児学級では 2週間後の運動
会に向け，指導計画のもとで、ねらいをもった保育
が展開されていた。5歳児で取り組む運動会の種
目は，動物のいろいろな動きをグ、ルー フ。で、行う活
動である。保育者は，子ども達が自分から興味をも
ち，目的をもって遊びに取り組む中で，友達との
かかわりを広げていけるようにすることを目標に
し環境構成を考えていた。例えば，その週の読み
聞かせる絵本を動物シリーズにし，動物の動きや
暮らしについて理解しイメージを深め，運動遊び
を様々な場面に意識的に取り入れ，運動会で使う
旗や未就園児のメダノレを作る活動などを通して運
動会への意欲を高められるようにしていた。運動
会の種目に関しても，ボーノレをアルマジロの卵に
見立て，卵が割れないように仲間と協力して板の
上に乗せて運ぶ活動や，協力して文字の書かれた
箱を組み合わせ，動物の名前になるように並べる
活動なと協同で行う活動が意図的に行われてい
た。あと半年後には小学校に入学するという 5歳
児の状況を考え， 目的をもって活動に取り組むこ
と，仲間と協同で取り組むこと，文字や言葉に親
しむ活動などが意図的に構成されている。
直接的な指導ばかりでは子どもの自主的な学
ぶ意欲にはつながらず，学びへの楽しみを子ども
たちが得ることは難しい。学ぶ楽しさは，やって
みたいという興味関心が引き出され，意欲をもっ
て学習対象にかかわる場が設定され，直接体験し
ながら気づきを得ることではじめて自分のものに
なる。ねらいを達成するための環境構成の視点は
接続期の学びを支える重要な要素のーっと言える。
(2)エピソード記述による実践の振り返り
A幼稚園では毎週実践した活動と保育者が見と
った子どもの姿の振り返りにエピソード記述を取
り入れている。
3歳児学級担任のB教諭は，遊びを切り上げて
全体の活動に移るのを渋るCの姿を取り上げ，以
下のように記述した。
(前略)土作りの活動の時は，教頭が「粘土もっ
て行こう。」と声をかけ，粘土持参で次の活動に
参加した。ある時はNが「私も片づけてあげるか
ら」とお絵描き帳とクレヨンの片づけを手伝って
くれたので，帰りの支度を始めた。誕生会の時に
は保育者 (B教諭自身)が「まもなく誕生会をす
るからね。j と予告してみた。 K，N，Yらがお祭
の屋台ごっこをしている時， Cもお祭のイメージ
の中で粘土のプレスレットを作り，満足したの
か，この日は自分から粘土を切り上げ，次の活動
に入って行った。
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(考察〉保育者がかわり， 子ども達は不安な気持
ちを抱いているのだと思う。一人一人の思いを受
け止めながら， 一日の流れを考えていきたい。教
頭「そのままでいいよ。JN r一緒にね。Jとし1う
メッセージを伝えると共に，子どもがじっくり遊
び込めて満足できるような時間を確保すること
と，見通しを持って生活できるように予告するこ
とを担イ壬として心がけたい。
B教諭は，家庭から集団の活動へ移行したばか
りの3歳児という時期であることや， B教諭自身
が育児休暇明けで子どもたちとの関係を築き始め
たばかりの状況も見つめ， Cに言葉によって直接
諭すことではなく， Cの行動から彼女の心の不安
やもっと十分に自分の遊びに没頭したいという欲
求不満を受け止めていた。そして， Cが気持ちを
切り替えることが少しずつできるようにするため
に，自分自身の関わりを含めた環境をどのように
整えていけばよいかを考えていた。
子どもの姿を理解しようとするならば，保育者
(教師)は実践を振り返り，子どもとかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に少し
でも気づいていく必要がある。鯨岡 (2005)は，
子どもたちの姿を細やかに見とり理解するために
は，子どもの姿を関わり手である自分も含めて客
観的に見る視点と，その相互作用において関わり
手が身体的に問主観的に感じられてくるものを捉
える見方が同時に必要であると示している。
現場ではとかく子どもの姿だけを切り取るこ
とが客観的であると思われがちであるが，関わり
手である自分との~:目互作用によって引き出されて
いることを押さえ， 2つの視点で見とることは，
環境としての自分のかかわりを振り返り，改善す
ることを可能にする重要な要素であると考える。
A幼稚園では，このようなエピソード記述は各
学級の「週録Jr月録」として保存されると共に，
全職員に配布され保育者と子どもたちとのかか
わりにおける機微が共有される。 それにより，他
の保育者によるその子の見と りも寄せられ， より
広く深く子どもたちについて理解し，思いに寄り
添った保育者の関わりへとつながっていく。
このような記録は，より多面的な子ども理解と
よりよい環境構成につながるだけでなく， 気にな
る子どもへの早期対応や協同的なかかわり をも
生み出す。学年や学校でのチームでのかかわりを
可能にし，多くの目で子どもたちを支えることに
つなげるためにも取り入れていきたいと考える。
(3)教師の協同性
保育室や園庭での活動には，担当教諭だけでな
く，園長や糠頁，養護教諭も度々加わり，担任と
子どもたちについての情報交換が盛んに行われ
ていた。子どもたちが園庭に広がって活動する際
に自分の学級以外の子どもたちの学びの様子や
変容の過程をも見とり担任に伝えていた。全職員
が，互いの姿を見かけると互いに寄り合い，わず
かな時間に今の活動で気になる子どもの姿や子
どもたちの作り出した遊びゃ学びなどについて
語り合う。その時の子どもたちの学びの姿を共有
し，放課後に話題に取り上げ深める姿があった。
担任は子どもについて多くの目で多面的に見
とることができ，困ったときには共に考え対応す
るという体制も持ちやすい。 子どもたちの興味関
心や学びや関わりの姿を日常的に共有している
ことで，子どもたちの関心をさらにどのような学
びへと意図的に発展していくべきか，そのために
は何が必要かを協同で考えることができる。それ
によって，子どもたちの学びを実態により即した
確かなものにし，教師同士の学び合いにより指導
の質の高まりにもつながる。小学校では学年合同
の活動など， 学年での協同体制を整えていきたい。
4 小学校一年生の接続期指導の事例
仙台市教育委員会では小学校入学期の適応の
問題を，一時期だけのことではなく， 9年間の義
務教育のスタートに位置する重要な課題として認
識し，平成21年から小学校入学期のカリキュラム
を作成し各校で展開している。 仙台市内のD小
判交の事例について考える。
(1)児童の実態把握
就学時健康診断の他に，幼保小連絡会と新入学
児童保護者説明会，幼稚園・保育所での事前調査，
一年生担任が幼稚園・保育所に赴いての体験授業，
園児の学校訪問などを実施し， 入学前の子ども達
の実態把握をしている。興味をもっている活動，
身についていないと感じている力，運動能力，集
中力，これまでに取り組んできた行事括動，個別
に支援を要する児童を中心とした児童の実態の把
握をすることで，意図的なカリキュラム作成や学
級経営に活かすことができる。
(2)友達作りに対する配慮
1校時に全員が学年での活動場所に集まり学年
合同の活動を取り入れている。 これによって，少
人数の幼稚闘や保育所から入学する子ども達の友
達づくりに対する不安を解消することができる。
(3)安心感を持たせる時間割の工夫
1校時の学年全体での活動の後， 2校時に 「判交
たんけん」を設定し3 毎日同様のパタ}ンを繰り
返すことにより，生活にリズムが生まれ，安心感
をもたせることができる。 学校の時間割に沿い毎
時間変わる教科学習は，子どもにとって3 幼稚園
や保育所では経験していなかった活動のため適応
には時間がかかると考えられるが，このような工
夫は子どもたちに安心感をもたせ，適応への支援
として有効である。
(4)生活科の 「学校たんけん」 による導入
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小学校生活に慣れていない児童の実態に配慮、し，
l単位時間 1教科の学習ではなく，生活科を中心
とする合科的な活動を行い，子どもにとって身近
な学校の施設に触れさせながら，小学校生活への
円滑な導入を図っている。 1. 2週目「はじめまし
てがっこうJ， 3・4週目 「はじめましてともだちj
「はじめましてせんせしリ， 5週目以降「がっこう
だし1すきJrこれからのぼく・わたし」というよう
な， r対象への気づきjから「自分自身への気づき」
へと至る週ごとのテーマを設定し， 学校探検をし
ながら学校施設，学級 ・学年の友達3 学校で働く
人達に触れ合わせ，早い時期に学校生活に慣れさ
せるようにしている。 学習にス トー リー性をもた
せ，必然性を感じさせる学習活動の配列により，
学習を子ども達にとって必然性のある活動にする
ことは，子ども達の学習への意欲を高め，学習の
質をも高めることになる有効な工夫である。
5 考察
できることを増やそうとすることにではなく，
やってみようとする気持ちをどう引き出せるかと
いうことに幼稚園の保育者のまなざしは向けられ
ていた。やってみようとすれば，結果的にできる
ことが増えるからである。幼児教育の中で子ども
達はこのような保育者のまなざしで見守られ，や
ってみたいという思いや願し1を持って活動や休験
をし気づきを深め広げてし、く。このことは，ま
さに生活科の学習で重視している事項でもあり，
幼児教育と小学校の教科等の教育との接点である
とも言える。 一年生において生活科を中心とした
合科的な指導を行うことが求められる所以である。
しかしただ生活科を中心とした合科的な学習
を展開すればいいというわけではない。そこに，
教師が行う単元構成や学習環境の構成など，子ど
も自らの気づきがさらに深まるための授業づくり
の視点があってはじめて，幼児教育と小学校教育
をつなぐことになるのではなかろうか。
接続期の子どもたちは生活科の学習のみなら
ず他教科・領域の学習と学校生活をスタートする。
目の前の子どもたちが主体的な学びを展開するた
めにどのような仕掛けが必要なのかという視点で，
接続期の子ども達の朝交生活を見つめ直しデ子イ
ンしていく姿勢こそが，学校生活への適応を促進
するものなのではないかと考える。
そして，この主体的な学びのデザインを可能に
するものこそ，子ども理解であろう。子どもたち
が今どのような学びの過程にいて，何を感じ考え
ているのか，それを理解しようと常に子どもにま
なざしを向ける。子どもたち一人一人が持ってい
る不安や心配となっている要素を理解することは，
安心して探求できるような自由意につながるからで
ある。子どもの発言や表情・行動・言動などの観
察記録をはじめ，より多方面から見とることによ
り，子どもを多面的に理解でき，子どもの探求を
さらに発展させることができょう。
佐藤暁 (2012)は，誰もが困らないような保育
の創造が本来の保育の目的であり，保育の中で困
っている子を保育で救うことの必要性を説いてい
る。子どもの困り感の大半は「環境」に起因して
おり，子どもが困らない保育環境や，困り感を安心
感に変えるための保育環境こそ保育に必要だと述
べている。佐藤は，支援の必要な子にとって周囲の
子とのかかわりは非常に大切で，相互に関心を寄
せ合い承認し合うクラス風土を培う「人環境j整
備こそが重要で、あり，それをリードするのは保育
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者であることも述べている。
指導者自身が，子どもにとって重要な環境の一
つで、あることを意識し，子どもたちとの相互作用
を振り返る。子どもの様子から思いを読み取り，
主体的な学びが展開するためにどのような場をデ
ザインするか考える。 これらの教師の視点が，幼
児教育と学校教育とを結びつけ，接続期の子ども
たちの学びを支えるものであると考える。
6 到達点と課題
接続期の指導においては，カ リキュラムや交流
だけに目が向けられがちであるが，環境としての
教師自身の在り方を振り返り，幼児の行動から内
面を推し量り理解しようとするまなざしと，子ど
もの実態に沿ってより主体的にかかわることので
きるような環境構成の視点こそ重要であることを
明らかにすることができた。
今後，接続期指導の実践にあたって，その工夫
の有効性を小学校の教育現場で丁寧に説明するこ
とにより，学年や学校での協力体制の構築を図り
たい。また，子ども達の見とりから，一人一人の
理解を図り，子ども達にとって主体的な学びにす
るための環境構成のあり方について探っていきた
い。そのために，客観的に自分の指導の在り方を
振り返る時間を確保し，子どもの見とりを学年担
任団で共有し，協力体制の構築を図りながら接続
期の指導の工夫に挑戦していきたいと考える。
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